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               審   査   の   要   旨 
 
 
 著者は、審査対象論文で、現在の土地利用データだけでなく、潜在自然植生データや19世紀の土地利用デ
ータを用いて数値実験を行っている。ヒートアイランド強度の算出に対して、これらのデータを用いた実験は
これまでにほとんどなく、新規性の高い研究と言える。 
審査対象論文で、著者は、ブルガリア国の首都ソフィア市におけるヒートアイランドを対象に、その実態を
観測データの解析と数値実験により明らかにした。さらには、同地域のヒートアイランドに対する過去の土地
利用変化と人工排熱の影響をそれぞれ個別に評価した。これまで、西欧や北米、東アジアの大都市を対象とし
たヒートアイランド研究は数多く行われてきた。東欧の大都市であるソフィアのヒートアイランドに着目した
審査対象論文は、高い新規性を持っていると言える。とりわけ、土地利用変化と人工排熱の影響を相互比較す
ることで、夜間のヒートアイランドに対して前者の効果の方がより重要な要因であるという結果は、エネルギ
ー消費量が多い西欧や北米、東アジアの大都市と異なる結果であり、都市気候研究の成果として高く評価でき
る。 
 著者は、仙台市のヒートアイランドに対しても同様の実験を行った。これまで、ヒートアイランド研究の多
くは、緑の少ない先進国の大都市を対象にしてきた。杜の都として知られる緑の多い仙台市に着目した審査対
象論文は、十分な新規性を持っていると言える。とりわけ、夏季と冬季でヒートアイランド強度に大きな差が
ないことを示した実験結果は、緑の少ない先進国の大都市と異なる結果であり、都市気候研究の成果として高
く評価できる。 
 以上の理由により、審査対象論文は、博士論文として十分評価できる。 
 
平成30年12月14日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
